
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和５年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し 達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

●「子どもに合った授業が行われ、自ら主体的に授業に参加す
るようになった」と回答した保護者の平均が3.2以上
●「自立活動の指導目標、指導内容、指導場面を明確にして授
業を行った」と回答した教職員の平均が3.0以上
※数値目標の数値は、４段階評価（以下同じ）

・自立活動の指導では、児童生徒の活動場面を確実に設定し、指導内
容を実施する。
・自立活動の指導に関する自主研修会を年間4回実施する。

B

・「お子様のつまずきや困難に応じた適切な指導が行われている」と回答した保護者の平均は3.5。「自立活動の
目標を達成できるように、設定した場面で確実に自立活動の指導を行った」と回答した」職員の平均が2.9。
・学部ごとに（11月、12月）自立活動に関する悉皆研修を行う。

B

・保護者、職員とも前期と同じ評価結果だった。自由記述のアンケート（保護者）では、「丁寧に指導していただ
いている」「通知表も分かりやすい」等の意見が多かった。職員からのアンケート結果では、自立活動の授業に
実施に向けて、グルーピングをしっかりしないといけない」「児童生徒一人一人の目標を学年グループで検討し
た方がいい」など様々な意見が記入されていた。１１月からは各学部ごとに自立活動に関する研修を実施する
ことができた。
・令和６年度からの「自立活動の時間の指導」の実施に向けて、自立活動の指導の充実を図る取り組みを行っ
ていく。

A

・困難があった場合、全体で対応を考えてくださった。相談もしやすかった。
・子どもそれぞれに合わせて授業が行われている。
・苦手な授業があって登校を嫌がった時にすぐ対応してもらって助かりました。
・先生たちの評価が低いと思いました。
・子どもは個人差があるので少しでも進歩があれば高い評価でよいと思いま
す。
・各教科様々な工夫をされ、将来を見据えた支援がなされていると思う。

教務部

○「主体的・対話的で深い学び」の視点
を取り入れた授業づくり

○「教師は子どもの実態に合わせた授業を展開し、指導や支援
を行っている」回答した保護者の平均が3.2以上
〇「学年やグループで児童生徒の実態や授業の手立てについて
話し合い、授業実践に役立てた」と回答した教職員の平均が3.2
以上

・月に1度、学年やグループで振り返りの時間を設ける。
・研究テーマに沿った子どもの姿や手立てを考え、各学部で授業改善
シートを作成する。
・研究テーマに関する研修会を年に2回実施する。

B

・「お子様は家庭で授業の話をしたり、学校を楽しみに登校したりしている」と回答した保護者の平均は3.3。「学
年やグループで児童生徒の実態や手立てについて話し合い、日々の実践に活かそうと努めた」と回答した職員
の平均が3.1。
・後期も引き続き学年や作業グループ等で、次年度から使用する授業改善シート（大和の主対深の視点）を整理
する。1月の学部研究では研究部が集約したシートを全職員で点検し、加筆・修正を行う。また、12月に実践発
表会を実施し、次年度からの授業づくりに見通しがもてるようにする。

B

・保護者、職員とも前期と同じ評価結果だった。年度末の校内研アンケートでは「大きいテーマの研究だった
が、各グループで話し合い、考え、授業づくりを行えたのが良かった」「話し合うことで、授業づくりの手立てを共
有でき勉強になった」という意見が挙がった。課題として「授業後の振り返りが十分ではなかった」「授業研を行
う場合、特定の人に負担がかからないようにする」などの意見が挙がった。
・次年度も、研究部員と協議を重ね、年度当初に目指すゴールを共通理解した上で進めていきたい。各学部で
積み重ねた話し合う文化をこれからも大切にしていきたい。

A

・連絡帳などを通して密に授業など様子を知れた。毎日子供が登校を楽しみに
して助かっています。
・研修会など今後についての課題などがわかるようになるのでよい。

教育研究部

○進路指導とキャリア教育の充実 ○児童生徒にとって、「卒業後の生活に必要な力をつけるため
の教育が行われている」と回答した保護者の平均が3.1以上
〇「卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努めてい
る」と回答した教職員の平均が3.1以上

・学部別に保護者への進路講話や進路だよりなどの情報提供のための
資料の充実を図る。
・キャリアパスポートの活用状況を確認し、担当職員でフィードバックす
る場を設ける。 B

・「お子様にとって、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育が行われている」と回答した保護者の平均は
3.4。「私は、児童生徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供し、卒業後の生活に必要な力をつけるため
の教育に努めた」と回答した職員の平均が2.9。
・後期は授業や進路講話、進路だよりを通じて、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育について共通理
解を深めるようにする。 B

・「お子様にとって、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育が行われている」と回答した保護者の平均
は前回と同じ3.4であった。「私は、児童生徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供し、卒業後の生活に
必要な力をつけるための教育に努めた」と回答した職員の平均は前回と同じ2.9で目標数値の3.1には届かな
かった。
・引き続き授業や進路講話、進路だよりを通じて、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育について共通
理解を深めるようにする。

B

・目標などパスするために高いレベルに設定すると、本人の訓練が重くなるか
心配。

進路指導部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●心の教育活動や生命を尊重する教育に取り組むことができて
いると回答した教職員の平均が3.0以上

・特別の教科道徳や特別活動、各教科等の授業で思いやりや豊かな心
を育む教育活動の充実を図る。
・交流及び共同学習や学校行事等で、他者と関わったり多様な体験活
動を実施したりする。 A

・「お子様は、授業や学校行事等を通して、思いやりや豊かな心を育む教育活動に取り組んでいる」と回答した
保護者の平均は3.4。「道徳や特別活動、交流及び共同学習をとおして互いに助けあったり協力したりする学習
を行った」と回答した職員の平均が3.0。
・後期も居住地校交流や学校間交流や道徳の授業をとおしてお互いを思いやる活動を実施していく。 A

・児童生徒が見通しをもち交流に臨むことができた。実態に応じた授業及び活動内容を実施したので、安心感
も見られ、親しみを感じながら関わりを深めた。同年代との関わりは、児童生徒にとって良い刺激となり、良い
表情や姿が見られ、どの学部も有意義な交流となった。本校児童生徒が地域の友達と過ごす時間は貴重であ
り、地域の一員としての思いを抱くことにつながると思う。
・道徳の学習は指導法が難しいが、時代のニーズにあった教材を、動画などを使って提示することで、児童生
徒にとって分かりやすいものになっている思う。

A

　

各学部
学習部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校はいじめを許さない学級、人間関係作りに取り組んでい
ると回答した保護者の平均が3.０以上
〇いじめを許さない心や態度、相手の気持ちを尊重した良好な
友達関係になるような言葉かけ、授業に取り組んでいると回答し
た教職員の平均が3.0以上

・生徒同士のトラブルについて、いじめと認識したうえで、早急に学年、
学部間で連絡、相談、報告を行い、具体的な手立てを計画、実践する。
・年に2回以上、いじめ防止や人権尊重を意識した研修や授業実践を行
う。

A

・「お子様は、相手を思いやる心やいじめを許さない態度などの言動が見られるようになった」と回答した保護者
の平均は3.2。「私は、相手を思いやる心の育成や生徒同士の好ましい人間関係の構築を図るような言葉かけ
や授業実践を行った」と回答した職員の平均が3.1。
・後期も引き続き、いじめの把握だけでなく、日頃からの声掛けやいじめ事後指導、グループワークトレーニング
やアサーショントレーニング、道徳、朝の会、帰りの会などを通して、根気強く授業実践をしていく。 A

・様々な研修や啓発活動、お知らせなどを通して保護者、職員共にいじめの定義が浸透してきており、いじめを
許さないだけでなく、いじめになる行為が何かを学校や家庭で共有することで、児童生徒の好ましい人間関係
作りに影響したと思われる。
・道徳や人権の授業などの実践を通して、児童生徒が相手を思いやる言動が少しずつ見られると感じてきた保
護者、職員が増えた。理解力に差がある生徒が多く、グループワークトレーニングやアサーショントレーニング
の実践が難しい面もあるが、引き続き道徳や人権の学習だけでなく、具体的な対処方法を学ぶ機会を増やす
ことで、増々自己肯定感や公平性などを養うことができると考える。

A

・成長と共に出てくるトラブルに対して、親としてもどのように取り組むべきかも
知りたいと思います。
・いじめのことは大事にならないように対応していただいていると思います。
・小さいことの報告で一人一人の生徒が今後過ごしやすい環境が増えると感じ
ている。 生活指導部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生は子どものよいところを認めてくれていると思う」と回答
した保護者の平均が3.2以上
●「将来の夢や目標を持てるように授業を工夫した」と回答した
教職員の平均が3.2以上

・児童生徒の自己肯定感が高まるように、できていることを伝えたり、仲
間同士で認め合ったりする場面を設定する。
・児童生徒が「自分は人のために役に立っている」「ありのままの自分に
満足している」「自分は成長している」「自分はチャレンジしている」と感
じることができる授業を実施する。

A

・「本校の職員は、お子様の成長しているところや頑張っていることを褒めている」と回答した保護者の平均は
3.6。「子どものよいところを褒めたり認めたりできるような状況を作り、子どもが主体的に活動するように授業を
工夫した」と回答した職員の平均が3.2。
・後期も児童生徒の自己有用感が高まるように、「褒めて（自信をもたせて）育てる」だけでなく「認められて（自
信をもって）育てる」教育に繋がるなるように認める場面を設定し、子どもたちの自信が持続できるようにしてい
く。

A

・「本校の職員は、お子様の成長しているところや頑張っていることを褒めている」と回答した保護者の平均は
3.6。「子どものよいところを褒めたり認めたりできるような状況を作り、子どもが主体的に活動するように授業を
工夫した」と回答した職員の平均が3.3。保護者・職員ともに0.1ポイント向上した。
・子どもが主体的に授業に参加できるように、授業のあらゆる場面でできていることを伝えたり、褒めたりする
支援が定着してきた。

A

・自信をもって活動ができるようになりました。

各学部

●健康・体つくり

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に良い食事をしたり、朝食を毎日食べたりしている」と回
答した児童生徒の平均が3.0以上

・特別活動、保健体育などの授業や給食指導等における食に関する指
導支援の充実を図る。
・給食だより、保健だより、学年だより等で保護者への啓発を行う。
・児童生徒へのアンケートを実施する。

B

・「特別活動や保健体育、給食指導等の時間に食に関する指導支援を行った」と回答した職員の平均は2.9。毎
日の給食や寄宿舎においては舎食を通して毎日アプローチしているが、数値としては予想より低かった。職員
への意識向上や食育に関する授業、具体的な指導支援の方法の提示などを充実させる。
・「お子さまは朝食を毎日食べている」と答えた保護者の平均は3.6。家庭での食育への意識が高いことが伺え
た。今後、保護者にさらに食育に関心をもってもらえるように食に関する情報発信を栄養教諭と連携して行って
いく。

A

・「特別活動や保健体育、給食指導等の時間に食に関する指導支援を行った」と回答した職員の平均は3.0とな
り、0.1ポイント向上した。今年度は調理実習がどの学部でも再開でき、食育に関する指導支援の場が増えた。
また、児童生徒向けのリクエスト給食アンケート、栄養教諭の授業実践など今年度も実施することができた。
・「お子さまは朝食を毎日食べている」と答えた保護者の平均は3.4。朝食の大切さや規則正しい生活への意識
の向上等について、家庭と連携して引き続き取り組んでいきたい。 A

・栄養面。本当によく考えられていて、子どもがとてもおいしいと言って帰ってき
てくれる。
・あまりうちの子どもは朝食べないこともあるのですが、学校でも指導をしてい
ただいているようでありがたいです。
・給食が段々と楽しく思えて、楽しみにしているようです。
・１日１回でもバランスの良い食生活は必要と感じる。

保健環境部

●地域支援

●効果的な地域支援に向けた特別支
援学校のセンター的機能の充実

●「支援部だよりが役に立った」と回答した地域の学校の平均が
3.2以上
●「支援部だよりへの教材教具等の資料の提供を通して、地域
支援の一端を担った」と回答した職員の平均が3.0以上

・各学部ごとに「支援部だより」の係を設け、職員への啓発活動を行う。
・各クラス、寄宿舎から年に１回、支援部だよりに掲載する資料を提供し
てもらうように計画し、依頼する。
・支援部だよりを年に２回発行し、後期にアンケートを実施する。

B

・「支援部だより」が、特別支援教育の実践的な情報を得るために役立った」「地域の学校等に向けて、特別支
援教育に関する情報を発信するために「支援だより」に掲載する教材教具等の資料を提供した」と回答した職員
の平均が2.6であった。今後は、「支援部だより」について、地域の学校からのアンケート結果を校内で共有した
り、「支援部だより」に掲載された内容を掲示板や学部会等で案内したり、必要に応じて配布物にしたりするな
ど、校内でも実際の支援の参考にし、内容を共有できるよう工夫をしていく。 B

・「支援部だより」が「十分に役に立った」「概ね役に立った」と回答した地域の学校の平均は、3.2であった。ま
た、地域の学校に向けたアンケートでは、「支援部だより」に対する感想や意見、今後の受けてみたい研修会に
ついても回答を得た。この結果を次年度の地域支援に活かしていきたい。
・「支援部だより」に掲載する教材教具等の資料の提供をしたと回答した職員の平均は2.7であった。アンケート
結果を共有し、「支援部だより」が地域の学校の情報源の一つになっていることを周知していきたい。 B

・地域の学校への支援も引き続きお願いしたい。

教育支援部

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●「定時退勤日は18時までに退勤した」と回答した職員の平均
が3.4以上
●「年間10日以上の年次有給休暇を取得した」と回答した職員
の平均が3.4以上

・時間外在校等時間の上限を遵守する。
・毎週水曜日に定時退勤日を設定し、18時までに退勤するように促す。
・年次有給休暇を取得しやすい行事計画の見直しをする。 B

・「毎週水曜日の定時退勤を遵守して１か月の時間外在校時間を45時間以内に抑えたり、10日以上の年次有給
休暇を取得したりした」と回答した職員の平均が3.0。
・後期は水曜日に設定している定時退勤の徹底を図る。 B

「毎週水曜日の定時退勤については徹底ができなかった。しかし、１か月の時間外在校時間を45時間以内に
抑えることについては、概ね達成できた。また、職員の年間の年休取得平均は17.3日となり、10日以上の年次
有給休暇の取得は目標を達成することができた。 B

・先生方の働きやすい職場づくりを進めていただきたい。
・計画年休などは行っているか。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○学校経営方針

○教育目標に即した教育の実践 （学校）
○「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の平均が3.5
以上
（寄宿舎）
〇「寄宿舎に入舎させてよかった」と回答した保護者の平均が
3.2以上

(学校）
・子どもや保護者の気持ちを受け止め、子どもが今日の学び・学校生活
に満足し、明日の学び・学校生活を期待する教育活動を実施する。
（寄宿舎）
・互いに理解し尊重しあう温かな人間関係を育むため、舎生会での活動
や季節の楽しい行事等を検討する。

A

・「お子様を大和特別支援学校へ入学させてよかった」と回答した保護者の平均は3.8。
・「お子様を寄宿舎へ入舎させてよかった」と回答した保護者の平均が3.9。
・学校と寄宿舎ともに高い評価を得ている。今後も家庭のニーズに応じた指導・支援を継続していく。

A

「お子様を大和特別支援学校へ入学させてよかった」と回答した保護者の平均は昨年同様3.8と高評価であっ
た。今年から開始した寄宿舎利用の保護者への調査に対して、「お子様を寄宿舎へ入舎させてよかった」と回
答した保護者の平均も3.8と高評価となった。ともに高評価で今後も児童生徒及び保護者の満足度の高い学校
を目指していきたい。

A

・学校が好きと話をしています。
・入学して本人が楽しく過ごしているのを見るのが親としてなによりです。

管理職
各学部

○教職員の専門
性の向上

〇カリキュラムマネジメントによる教育
課程の推進

（学校）
○「授業をチームで考え、授業改善を行った」と答えた職員の平
均が3.0以上
（寄宿舎）
〇「生徒がいきいきとと生活できる寄宿舎にするための研修を行
うことができた」と答えた職員の平均が3.0以上

（学校）
・各学部で教育課程の見直しを行い、小中高の各教科等の学びが一貫
したものになるように教育課程を編成する。
・自立活動の時間の指導の設置を検討する。
・カリキュラム委員会を年間5回実施する。
（寄宿舎）
・自主性、主体性を育む指導支援を行うための研修を行う。

A

・（職員）「私は、チームで協力して授業づくりを行い、授業後に振り返りを行った」と回答した職員の平均は3.4。
・来年度からの自立活動の時間の設置や各教科等の授業の充実を目指して、後期（第4回、第5回）のカリキュ
ラム委員会で次年度の年間指導計画や時間割等の改善を検討する。
・（寄宿舎）「私は、生徒が楽しんで生活できる寄宿舎にするための研修を行うことができた」と回答した寄宿舎
職員の平均は3.2。
・子どもの自主的な活動を支援できる体制を作っていく。

A

・（職員）「私は、チームで協力して授業づくりを行い、授業後に振り返りを行った」と回答した職員の平均は3.0。
・自立活動の時間の指導を実施するに当たり、その取り組みの定着を図ることで総合的な授業改善につなげて
いきたい。
・（寄宿舎）「私は、生徒が楽しんで生活できる寄宿舎にするための研修を行うことができた」と回答した寄宿舎
職員の平均は3.0。
・引き続き、より良い支援を目指すための研修を続けていきたい。

A

・資料を見て、個々に合わせたカリキュラムが作成されていることに驚きまし
た。子どもの成長に寄りそっていただいていることを実感しました。

教務部
各学部

○ICT活用教育

〇ICT機器を活用した効果的な授業や
児童生徒への支援の充実
〇ICT機器に関わる研修

○「電子黒板や一人一台端末といったICT機器の機能を効果的
に活用して授業に取り組んだ」と回答した保護者の平均が3.1以
上
〇「ICTに関わる研修を受講して、授業に生かすことができた」と
回答した教職員の平均が3.1以上

・ICT機器を効果的に使用できるように、電子黒板やその代わりになる
モニター等を必要箇所に配置したり、児童生徒の実態に応じてiPadまた
は学習用PCを配布したりする。
・校内でICTに関わる研修を年1回以上開催したり、掲示板でICT活用に
関わる資料を回覧したりする。ICT機器を使った簡単に使える便利な機
能や活用事例などを紹介し、授業に活かせるような研修内容にする。

A

・「お子様は、ICT機器を効果的に活用して、授業に取り組むことができた」と回答した保護者の平均は3.2。
・（職員）「電子黒板や一人一台端末などのICT機器の機能を効果的に活用して授業を行うことができた」と回答
した職員の平均は3.1。
・学部ごとに若干の結果の違いがあり、今後も教員のニーズに応じた研修や支援を継続して行い、ICT機器を効
果的に活用できる教員の数を増やす。また、生徒児童にも効果的に活用できる実践事例を教員に示す。 B

・「お子様は、ICT機器を効果的に活用して、授業に取り組むことができた」と回答した保護者の平均は3.3。
・職員の平均が3.0と低く、効果的に授業でICT機器を活用できるように掲示板で実践事例の紹介や研修を充実
させる。また、まずは情報部員で情報共有し、機器に対するスキルを向上させ、各学部で機器トラブルや困りご
とを解消できるように取り組んでいきたい。

B

・色々な方法について広めることは良いので、断続して進めてもらいたい。

教育情報部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立大和特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校関係者評価では１１項目中A評価が７項目、B評価が４項目、C評価が０項目となった。

・「児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支援による確かな学力の定着」「児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動」「児童生徒が夢や希望をもち、将来の自立と社会参加に向けて意欲的に取り組もうとするための教育活動」「ICT機器を活用した効果的な授業や支援の実施」これらの評価項目については、引き続き改善を図っていく必要がある。

２　学校教育目標
「たくましく自立し、積極的に社会に参加する人間の育成」

・子ども一人一人のニーズに応じた最適な対応に努めることにより、子どもが自分の力を発揮しながら自立的・主体的に取り組む姿を実現し、将来の自立的・主体的な地域生活へつなげていく。

３　本年度の重点目標

①　自立活動の指導目標、指導内容、指導場面を明確に示した指導計画を作成し、指導の改善を図る。

②　カリキュラムマネジメントを推進し、教育課程の改善を図る。

③　ICT機器の効果的な活用を図る。

④　業務の効率化と時間外勤務を削減し、働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価

最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・１2項目中A評価が６項目、B評価が６項目、C評価が０項目で前期後期ともに同じだった。また、昨年度とA評定の数は同数だった。課題を整理して次年度の改善策を検討していく必要がある。
・「私は、自立活動の目標を達成できるように、設定した場面で確実に自立活動の指導を行った」「私は、児童生徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供し、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努めた」「私は、地域の学校等に向けて、特別支援教育に関する情報を発信するために、「支援部だより」に掲載する教材教具等の資料を提供した」の３項目が２点台となり、目標を達成できなかった。
・「児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支援による確かな学力の定着」については、保護者からは子どもの学びの様子が分かる評価になっているというアンケート結果が出た。次年度は自立活動の目標を達成できるように、設定した場面で確実に自立活動の指導を実施することを目指していく。
・「業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減」については、毎週水曜日に実施している定時退勤の実施だけでなく、年次有給休暇取得の向上（１０日以上）を目指して取り組んでいく。
・「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」については、支援部だよりを年２回発行し地域の学校へ向けて指導・支援に役立つ情報提供を行った。地域の学校から示された要望をもとに情報提供の内容を改善していく。

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

主な担当者

重点取組

具体的取組

中間評価


